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【背景・目的】 
 植物寄生性線虫であるネコブセンチュウは、宿主植物の根に侵入、定着し、維管束周辺に形成し

た摂食部位から養分を吸収する。この線虫による農作物被害は世界中で報告されており、ネコブセ

ンチュウの防除法の確立は農業上非常に重要な課題である。ネコブセンチュウは、宿主根に感染す

る際に何らかの化学物質を感知し、感染部位へ誘引されると考えられているが、線虫の誘引に関わ

る化学物質や作用機序については未だ不明の点が多い。我々はネコブセンチュウを誘引する土壌細

菌を複数発見し、その細菌の多くが根浸出液に応答してその存在比を増加させることを明らかにし

た。この結果から、宿主根から分泌される物質によりこれらの細菌が根の周囲で局所的に増殖し、

増殖した細菌が生産する誘引物質を線虫が感知して根に誘引される、という三者間相互作用による

線虫誘引モデルの存在が示唆された。本研究では単離した線虫誘引細菌を用いて、この細菌が引き

起こす線虫誘引現象の機構の解明を目的とした。 
 
【方法・結果】 
 線虫誘引試験は、被検試料（細胞培養液、抽出物等）を、寒天溶液と混合して作成した寒天玉を

軟寒天中に設置した検定装置を作成し、ネコブセンチュウが軟寒天中を移動して寒天玉に誘引され、

軟寒天の周囲に局在するかどうかを判定することで行なった。その結果、線虫誘引細菌の培養液は

顕著な線虫誘引活性を示すにもかかわらず、線虫誘引細菌の培養上清や菌体抽出物などは全く活性

を示さなかった。そこで、線虫誘引細菌の培養液を用いて寒天玉を調整し、寒天玉の周囲に充填す

る軟寒天溶液に様々な物質を添加して生物検定を行うことで、細菌による線虫誘引現象を阻害・撹

乱する因子の探索を行った。その結果、細菌による線虫誘引現象を有意かつ濃度依存的に阻害する

因子として、鉄イオンの関与が示唆された。さらに鉄イオンが単独で線虫誘引活性を示すことを明

らかにした。これらの結果は、土壌中において植物根または根圏細菌の生命活動によって可溶化さ

れた鉄イオンが線虫誘引物質として機能していることを示唆している。現在、実際に土壌中で鉄イ

オンを線虫の感染防除、または駆除に活用する方法についても検討を進めており、その結果につい

てもあわせて発表する予定である。 
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